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　「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
（
４
月
か
ら
１
年

間
）
の
年
間
購
読
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
購
読
料
は
１
０
０
０
円
（
郵

送
料
含
む
）
で
す
。

※
育
友
会
員
及
び
年
会
費
納
入
済
み

の
校
友
会
員
は
お
手
続
き
不
要
。

※
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に

は
、
５
年
間
校
友
会
か
ら
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

※
４
年
次
以
上
の
育
友
会
員
に
は
払

込
取
扱
票
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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広報課からのお知らせ

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」年
間
購
読
の
ご
案
内

最
終
講
義
ご
案
内

◆
石
村
修
法
科
大
学
院
教
授

２
月
25
日（
土
）12
時
20
分
〜

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
教

室◆
大
庭
健
文
学
部
教
授

２
月
26
日
（
日
）
13
時
〜

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０

１
教
室

佐
久
間
准
教
授
の 

研
究
が
助
成
採
択

　
佐
久
間
由
梨
経
営
学
部
准

教
授
（
英
語
）
の
研
究
「
21

世
紀
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
倫
理
学

｜
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ

と
音
楽
フ
ェ
ス
」
が
、
公
益

財
団
法
人
上
廣
倫
理
財
団
の

２
０
１
６
年
度
研
究
助
成
に

採
択
さ
れ
た
。
助
成
期
間
は

本
年
２
月
か
ら
１
年
間
。

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
を

ま
だ
諦
め
な
い
で
く
だ
さ

い
。
２
月
17
日（
金
）に
は
、

学
内
企
業
説
明
会
を
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し

ま
す
。
企
業
は
、
学
生
を
採

用
で
き
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
皆
さ
ん
に
会
い
に
来

ま
す
。「
知
ら
な
い
企
業
だ
か

ら
」で
は
な
く
、「
知
る
」と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
が
解
禁
に
な
る
３
月
１
日

（
水
）
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
い
ざ
エ
ン
ト
リ
ー
を
す

る
際
に
焦
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、今
か
ら
業
界
・
企
業
を

少
し
ず
つ
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
神
田
校
舎
で
は
２
月

15
日（
水
）か
ら
業
界
研
究
入

門
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
を
開
催
し
ま

す
。
１
日
で
最
大
６
社
の
話

を
聞
け
る
お
得
な
講
座
で

す
。ま
た
、２
月
20
日（
月
）か

ら
は
公
務
員
・
独
立
行
政
法

人
等
業
務
説
明
会
も
開
催
し

ま
す
。
生
田
校
舎
で
は
２
月

27
日（
月
）
、
28
日（
火
）
に
メ

ガ
バ
ン
ク
の
業
務
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
情
報
量
が
も

の
を
い
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
講
座
に
出
席
し

て
、
知
識
を
増
や
し
て
く
だ

さ
い
。
業
界
を
「
絞
る
」
の

は
そ
の
後
か
ら
で
も
遅
く
あ

り
ま
せ
ん
。

卒論の概要を報告する４年次生

　
経
営
学
部

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

連
合
会
主
催

の
卒
業
論
文

合
同
報
告
会

が

12
月

10

日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
14

ゼ
ミ
の
１
５

７
人
が
発
表

し
た
。
年
明

け
に
卒
論
提

出
を
控
え
た
４
年
次
生
が
概

要
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
教
員
ら
か
ら
指
摘
や
助

言
を
受
け
、
完
成
に
向
け
意

欲
を
高
め
て
い
た
。

　
多
く
の
学
部
生
の
前
で
発

表
す
る
こ
と
で
卒
論
の
内
容

を
よ
り
深
め
る
と
と
も
に
、

ゼ
ミ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
よ

う
と
２
０
０
８
年
か
ら
始
ま

り
９
回
目
。

　
開
会
式
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

連
合
会
合
同
卒
論
報
告
会
実

行
委
員
長
の
島
田
慎
也
さ
ん

（
３
年
次
）
が
「
報
告
会
は
４

年
次
生
が
研
究
の
成
果
を
発

表
す
る
場
。
２
、
３
年
次
生

は
次
の
研
究
の
刺
激
に
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
発
表
は
11
〜
12
人
ず
つ
各

教
室
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

た
。
１
人
20
分
で
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
用
い
て
報
告
し
、

質
疑
に
応
じ
た
。

　
テ
ー
マ
は
長
時
間
労
働
や

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
地
方
銀
行
経
営
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
た
。
経
営
学

部
の
教
員
が
審
査
し
、
論
理

性
や
新
規
性
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
評
価

し
た
。
各
教
室
で
一
人
ず
つ

計
14
人
が
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
賞
と
し
て
選
ば
れ
、
賞

状
が
贈
ら
れ
た
。

　
福
原
康
司
准
教
授
は
「
実

践
的
な
研
究
に
取
り
組
む
学

生
が
多
く
、
年
々
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
」
と
評
し
た
。

　
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
賞

は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
）

▽
伊
東
大
樹
（
青
木
ゼ
ミ
）

14ゼミ157人がプレゼン

経営ゼミ連・卒論合同報告会

　
経
済
、
経
営
、
商
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
の

各
学
部
と
、
文
学
部
人

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
で
は
、
正
課
授
業

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

を
導
入
し
て
い
る
。

　
担
当
教
員
に
よ
る
事

前
指
導
を
経
て
、
夏
期

休
暇
中
に
１
〜
２
週

間
、
企
業
や
団
体
、
行

政
な
ど
で
研
修
に
参
加

し
た
。
後
期
に
行
わ
れ

た
報
告
会
で
、
学
生
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
や
成
果
を
報
告
。
研

修
受
け
入
れ
先
の
担
当

者
か
ら
𠮟
咤
激
励
を
受

け
、「
働
く
こ
と
の
意

義
」を
実
感
し
て
い
た
。

　
報
告
会
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

　
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
３
年
次
生
23

人
が
夏
期
休
暇
中
に
行
っ
た

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の

成
果
発
表
会
が
12
月
10
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
同
学
科
の
受
け
入
れ
先
は

新
聞
社
、
出
版
社
、
放
送

局
、
印
刷
会
社
、
公
共
機

関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
20
社
・
団

体
。
当
日
は
受
け
入
れ
先
担

当
者
も
参
加
し
て
学
生
た
ち

の
発
表
を
聞
い
た
。

　
出
版
と
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（
東
京

都
品
川
区
）
で
８
月
末
か
ら

10
日
間
就
業
体
験
し
た
阿
部

峻
也
さ
ん
は
、
作
家
、
研
究

者
な
ど
の
人
物
や
論
文
の
情

報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
す
る

た
め
の
入
力
と
校
正
作
業
を

行
っ
た
。

　「
根
気
の
要
る
も
の
で
、

会
社
を
支
え
る
重
要
な
仕
事

だ
と
思
っ
た
。
音
楽
関
係
の

出
版
社
を
志
望
し
て
い
る
。

可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
受
け
入
れ
た
同
社
編
集
局

の
青
木
竜
馬
課
長
は
本
学
卒

業
生
（
昭
63
商
）。「
地
道
な

作
業
を
よ
く
こ
な
し
て
く
れ

た
。
仕
事
の
厳
し
さ
や
責
任

感
は
ど
ん
な
職
種
で
も
共
通

し
て
い
る
。
就
活
に
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
」
と
後
輩
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
中
日
新
聞
東
京
本
社
に
は

豊
島
鉄
博
さ
ん
と
須
藤
久
美

子
さ
ん
が
８
月
末
か
ら
５
日

間
、
政
治
部
、
外
報
部
、
社

会
部
、
特
別
報
道
部
な
ど
で

記
者
体
験
を
し
た
。

　
河
野
太
郎
衆
院
議
員
の
取

材
に
同
行
し
た
豊
島
さ
ん
は

「
人
か
ら
話
を
聞
き
出
す
難

し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
須
藤
さ
ん
は
東
京
新
聞
特

集
面
「
こ
ち
ら
特
報
部
」
の

取
材
で
、
就
活
中
の
専
大
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
紙
面

を
飾
っ
た
。「
本
当
に
相
手

の
伝
え
た
い
こ
と
を
的
確
に

表
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

出
来
上
が
っ
た
紙
面
を
見
て

考
え
た
」
と
表
情
を
引
き
締

め
た
。

体
験
を
話
す
阿
部
さ
ん

出
版
社
や
新
聞
社
で
活
動

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

　
経
済
学
部
の
「
学
外
特

別
研
修
」
発
表
会
が
12
月
10

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

っ
た
。
特
別
研
修
で
は
２
、

３
年
次
生
19
人
が
、
事
前
学

習
を
経
て
夏
期
休
暇
中
に
企

業
や
地
方
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
で
実
務
を
経
験
し

た
。
発
表
会
で
は
一
人
一
人

が
研
修
内
容
や
成
果
を
報

告
、
受
け
入
れ
先
の
担
当
者

が
講
評
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
目
的
に
「
働
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
知
り
た

い
」「
業
界
の
こ
と
を
理
解

し
た
い
」
と
挙
げ
た
。

　
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・

カ
デ
ナ
ク
リ
エ
イ
ト
（
東
京

都
文
京
区
）
で
11
日
間
、
研

修
し
た
２
年
次
の
三
浦
博
和

さ
ん
は
、
テ
ー
プ
起
こ
し
や

取
材
同
行
の
ほ
か
、
執
筆
も

体
験
し
た
。「
３
日
か
け
て

１
５
０
０
字
の
文
章
を
な
ん

と
か
完
成
さ
せ
た
。
取
材
で

話
を
聞
き
出
す
こ
と
や
、
原

稿
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
が

分
か
っ
た
」
と
報
告
。「
電

話
１
本
取
る
の
も
、
最
初
は

な
か
な
か
で
き
ず
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
動
か
な
く
て
は

い
け
な
い
」と
振
り
返
っ
た
。

　
受
け
入
れ
先
の
竹
内
三
保

子
さ
ん
は
三
浦
さ
ん
に
つ
い

て
「
返
事
が
良
く
、
予
定
に

な
か
っ
た
仕
事
ま
で
お
願
い

し
た
。
返
事
や
や
る
気
は
、

周
り
の
人
間
の
気
持
ち
も
変

え
る
」
と
話
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
が
取
材
し
た
中

島
綾
香
さ
ん
は
今
春
、
本
学

経
済
学
部
を
卒
業
し
、
㈱
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
に
就
職
し
た
ば
か

り
。
２
年
次
に
同
授
業
を
履

修
し
、
カ
デ
ナ
ク
リ
エ
イ
ト

で
研
修
し
た
。
そ
こ
で
生
ま

れ
た
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
き
た
と
言
い
、「
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
そ
の
後
の
人

生
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て

も
人
と
の
関
係
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
」
と
後
輩
を
激
励

し
た
。

働
く
こ
と
の
意
義
を
知
る

経
済
学
部 

　

山崎製パンでの研修について報告する

仲野克哉さん（３年次）

　
経
営
学
部
の
「
企
業
研

修
」
発
表
会
が
12
月
13
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
２
、
３
年
次
生
10
人
が

包
装
資
材
メ
ー
カ
ー
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
企
業
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
結
婚
式
場
の
運

営
会
社
な
ど
９
社
で
約
10
日

間
研
修
。
受
け
入
れ
先
の
担

当
者
も
出
席
し
、
成
果
を
報

告
し
た
。

　
経
営
理
論
が
企
業
で
ど
う

実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学

び
、
社
会
人
と
し
て
の
柔
軟

な
思
考
を
身
に
つ
け
る
の
が

狙
い
。
学
生
は
「
顧
客
満
足

度
や
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
い
の
は
な
ぜ
か
」

「
ど
ん
な
経
営
理
念
を
社
員

が
共
有
し
て
い
る
の
か
」
な

ど
テ
ー
マ
を
設
け
て
臨
む
。

　
大
桃
浩
太
さ
ん
（
３
年

次
）
は
、
携
帯
電
話
販
売
事

業
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
運
営

に
乗
り
出
し
た
㈱
シ
ス
テ
ム

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
横
浜
市
）で

研
修
し
た
。
両
事
業
の
店
舗

を
視
察
し
、
顧
客
を
新
規
開

拓
す
る
法
人
営
業
に
同
行
、

社
員
研
修
に
も
参
加
し
た
。

需
要
が
落
ち
着
い
た
携
帯
電

話
事
業
の
現
状
と
、
東
京
五

輪
に
向
け
て
盛
り
上
が
る
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
両
方
を
知

り
、「
成
長
業
界
を
見
極
め
、

事
業
の
連
携
を
図
る
経
営
戦

略
を
学
ん
だ
」
と
話
し
た
。

　
同
社
の
村
上
道
也
人
事
部

長
は
「
事
業
の
多
角
化
や
経

営
の
リ
ス
ク
回
避
に
興
味
を

持
ち
、
熱
心
に
質
問
し
て
い

た
。
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

社
員
に
も
気
づ
き
が
あ
り
、

刺
激
を
受
け
た
」
と
ね
ぎ
ら

っ
た
。

　
経
営
学
部
の
企
業
研
修
は

１
９
９
９
年
に
始
ま
り
、
受

け
入
れ
先
は
同
学
部
を
は
じ

め
専
大
出
身
者
が
経
営
す
る

企
業
。
担
当
の
奥
村
経
世
准

教
授
は
「
社
長
自
ら
学
生
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
会
社
も

あ
り
、
先
輩
の
活
躍
は
励
み

に
な
る
」
と
語
る
。

業
務
通
じ
経
営
戦
略
学
ぶ

経
営
学
部 

　

経営理論がどう実践されていたか発表

就業体験 報告会

▽
由
利
一
敬
（
同
）
▽
佐
藤

慶
（
植
竹
ゼ
ミ
）
▽
中
塚

匡
彦
（
同
）
▽
上
山
宣
貴

（
小
沢
ゼ
ミ
）
▽
柏
原
光
彰

（
関
根
ゼ
ミ
）
▽
田
平
萌
佳

（
同
）
▽
安
倉
有
咲
（
同
）

▽
伊
藤
直
裕
（
馬
塲
ゼ
ミ
）

▽
長
野
誠
（
福
原
ゼ
ミ
）
▽

宮
沢
祐
哉
（
同
）
▽
石
橋
ち

あ
き（
間
嶋
ゼ
ミ
）▽
永
野
里

佳
（
同
）
▽
森
口
夏
樹（
同
）


